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か 12 メートル四方の住居には、社会福祉士 1 名、市の地方行政課職員、福祉行政課職員、
















姿を、静的に把握しようとする現状 （Flores and García, 2013）から袂を分かつべきで
あると主張し、従来の Bilingualism や Multilingualism 研究の言語の見方（モノリンガル
を基準としての二言語や複数言語を考察するという立場）に対しても、批判的な姿勢を強
めている。様々な研究者が、グローバル化がもたらした、流動的な現象の描写と説明を試
みており、Transidiomatic practice （Jacquemet, 2005）、 Polylingualism（Jørgensen, 
2008）, Multivocality（Higgins, 2009）、Translanguaging（García and Li Wei, 2014）、 








2012 年には Max Planck Institute の Sociolinguistic Diversity Working Group との共同
研究が始まっている（その後アメリカ、アジア、太平洋地域にまで共同研究の輪が広がっ
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設立され、 2014～ 2018 年の計画でイギリスの 4 都市での‘Translation and 
Translanguaging: Investigating linguistic and cultural transformations in 
superdiverse wards in four UK cities’の活動が始まっている。学会開催としては、2013
年には‘Language and Superdiversities: Explorations and Interrogations’がフィンラ
ンドで開催され、2014 年にはバーミンガム大学で‘Superdiversity: Theory, method, and 
practice in an era of change’が開催された。2015 年には、3 月にジョージタウン大学の
GURT が ‘Diversity and Superdiversity: Sociocultural linguistic perspectives’をテー
マに開催され、5 月には香港大学で ‘Sociolinguistics of Globalization’が開催された。 




考を集めた、大部のリーダー（Coupland and Jaworsky eds., 2009）や、ハンドブック
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注 
 1 移動性は Mobility、複雑性は Complexity の訳である。Superdiversity は超多様化と訳すことも
できるが、英語に込められたニュアンスを重視してそのまま提示する。 
 2 英文論文・著作の和訳は筆者による。 
 3 Max Planck Institute の HP に掲載された ‘Interview with Jan Blommaert.’による。 
  http://www.mmg.mpg.de/diversity-interviews/blommaert/ （2016 年 1 月 5 日閲覧） 
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